
【結論】
業務としてのデータ入力とIR側の求めるデータの意識差
のギャップ差がローデータからIRデータの作成の弊害とな
りかねない。

データニーズ

（依頼等）
データ収集 データ分析 レポート作成 データ提供

大学データの亀裂問題（組織縦割りによる分断）

【ローデータ】
事務システムの未加工の入力データ（DBのテーブルやCSVなど）
【既存のデータ取得から分析のながれ】
・事務システム→登録データ抽出（csvファイル）→データ統合・加工→データ分析

【IR支援システムからのデータ取得】
・ローデータ（＝IR支援システムDB）→DBのテーブルを直接加工・統合・分析
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高等教育機関において質保証やエビデンスの必要性⇒組織内に機関調査としてのIR（Institutional Research）機能が不可欠

【背景】

・増える指標
質保証制度，認証評価制度，国立大学法人評価，大学ポートレート
・データ作成のコスト
データ分析の需要増加と更新作業→運用コストの増加
・高度な分析
教育内容評価の増加，エンロールメント・マネジメント

【大学のデータ分析で抱える課題】
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【本学の基本的なIR活動の流れ】

IR支援システムによるコスト削減

教育機関におけるIR活動を支援するシステム

例：山形大学：エンロールメント・マネジメント用
にシステムを構築(2010年)，
島根大学：教学IR基盤システム（2014年）

学務事務（事務）システムからローデータを取得，BIツールによるデータ加工，レポート作成，認証ごとの公開レベル設定

【島根大学】「教学IR基盤システム」

同一人物の履歴が分断

学部ごとに異なる科目IDのルール

1ステップ

データ作成の自動化

ローデータ活用の目的

【データ入力の揺れ】
「III」→「Ⅲ」，「ヴ」→「ウ“」，データ入力の不備
【システム的課題】
あくまで業務のためのシステム
運用7ケタ→登録データ用フォーマットが8ケタ
整合性をチェックする仕組み有無（登録項目，null項目の許可）
【大学運用的課題】
大学環境の変化（カリキュラム改革，学部の統廃合，新学部）⇒断層問題
運用単位（縦割り組織）のデータ管理⇒亀裂問題
多様な学生の遷移や属性
（転学部，転学科，進学，編入，休学，副専攻，デュアルディグリー対応）
【学情システム利用者の課題】
データへの配慮不足，意識不足（データIDの決定方法）
データ登録は業務のため（業務に関係ないデータは入力しない，不開講）
⇒二次利用への配慮はほぼ皆無，システム利用者の単年度思考

【学務事務システムのローデータを扱う問題点】

【IR支援システムとは】

IRとしてのデータへの積極的関与の必要性


